
@

１　現状と課題

２　事業目的

３　事業目的を達成するための取組

４　成果指標 （推移の凡例　↗：改善　↘：悪化　→：変化なし　ー：数値なし）

５　本事業が貢献する総合５か年計画の施策分野と達成目標

６　事業コスト （単位：千円、人）

職員数
前年度繰越 当初予算 補正予算等

合計

（予算現額） うち一般財源

4.0
要求 54,317 54,317 19,332

区分

予算額

決算額

R8年度
予算案 54,317 54,317 19,332

4.0

R7年度 0 56,449 0 56,449 18,810 4.0

R6年度 0 55,178 0 55,178 21,777 51,163

事業番号 01 01 02 事業改善シート（令和８年度実施事業分） □当初要求　■当初予算案 　□補正予算案　□点検

・消防団は地域防災力の中核として重要な役割を担っているが、人口減少や若者の地元離れなどの影響から、団員数は最近10年間

で約７千人減少しており、市町村等と連携して団員の確保や活動環境の整備に取り組む必要がある。

・灯油の流出など危険物に係る事故の発生は、火災や水質汚染などにつながり県民生活に大きく影響することから、危険物取扱者の

資質の向上を図るとともに、危険物施設の保安体制を確保する必要がある。

・防火対象物に設置される消防用設備等は、火災の際に適正に作動することが求められることから、消防用設備等の適正な設置及び

維持管理の推進に取り組む必要がある。

・林野火災はひとたび発生すると早期に延焼拡大することがあり、人的被害の危険性や農林業への影響など被害は多方面に渡ることか

ら、令和７年の大船渡市林野火災の教訓を踏まえ、関係機関と連携して消防防災対策の推進及び県民向けの効果的な広報・啓

発に取り組む必要がある。

・消防団の充実･強化及び活動環境を整備することにより、地域防災力の向上を図る。

・危険物施設に係る保安の確保と消防用設備等の適正な設置及び維持管理を推進する。

・地域住民に向けて注意喚起と効果的かつ分かりやすい広報啓発活動を展開することにより、林野火災の発生を未然に防止する。

①消防団の充実強化及び活動環境の整備に向けた取組の推進

・【新】林野火災の徹底的な予防に向け、農林業従事者等のたき火・火入れ実施者に対して関係団体等と連携し呼びかけを実施

・長野県消防ポンプ操法大会・消防ラッパ吹奏大会、消防団長研修大会等を

　（公財）長野県消防協会と共催

・消防団協力事業所に対する優遇措置など（消防団応援減税、建設工事等

入札参加資格での加点、中小企業振興資金の金利優遇や知事表彰の実施）

・信州消防団員応援ショップ推進事業の新規登録店舗の確保に向けた事業の実施

・【新】消防団の活動に対する理解を深め、入団意欲の向上を図るため

地元プロスポーツチーム、大学等と連携しPR活動を実施

②危険物施設に係る保安の確保と消防用設備等の適正な設置及び維持管理の推進

・危険物取扱者保安講習、消防設備士義務講習の受講申請等のオンライン化

・危険物安全週間や火災予防週間における啓発活動の実施

E-mail shobo pref.nagano.lg.jp

実績 実績 推移

R8年度

目標値

災害に強い県づくりの推進

No.

1-2①

施策分野（施策の総合的展開名）

事　業　名 防火対策事業
部局 危機管理部 課・室 消防課

実施期間 S63 ～

達成

状況
目標値設定理由

R7年度

見込 推移

③林野火災に係る広報啓発活動の推進

単

位

R5年度 R6年度
No. 指標名

年／

年度
数値

直近３か年/年度分の状況
年／

年度
数値

目標
年／

年度
数値

達成目標（☆印は主要目標）

要求からの

主な変更点
要求どおり

年／

年度
数値

単

位

新規事業所の開拓に努め、R7見込に対し新規認定36、廃業

等30を見込み、認定事業所数６事業所増を目標とする。

団員ニーズに合った新規店舗の登録に努め、R7見込に対し新規

登録20、廃業等10を見込み、店舗数10店舗増を目標とする。

増加傾向にあるが、引き続き普及拡大に努め、前年度目標値と

同様の30%を目標とする。

①-1

①-2

②

1,180

1,240

30.0

→

→

↗

1,174

1,230

27.8

1,187

1,254

21.8

1,174

1,230

29.5

↘

↘

↗

事

業

所

店舗

％

消防団協力事業所認定数

信州消防団員応援ショップ数

危険物取扱者保安講習でのオ

ンライン講習受講者の割合

長野県消防ポンプ操法大会・消防ラッパ吹奏大会



No. 細事業を構成する主な取組

3
危険物取扱者及び消防設備士の免

状交付事務

・危険物取扱者及び消防設備士への免状交付及び書換え等
委託

新規免状交付者数2,593件､再交付209件､免状書換え件数2,250件

2 消防設備士義務講習
・消防設備士に対する義務講習の開催

委託

消防設備士義務講習開催回数7回

4 退職報償賞状の作成業務
・退職した消防団員に授与する退職報償賞状の作成

直接

退職報償知事賞状授与者数500名

細事業

No.
細事業名

R6年度

当初予算

R7年度

当初予算

R8年度

当初予算

2 信州消防団員応援ショップ推進事業
1,922 562

予算案 391

要求 391

千円 千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組

3

R8年度

当初予算

R7年度

当初予算

R6年度

当初予算

予算案

事　業　名 防火対策事業

事業番号 01 01 02 細事業一覧（令和８年度実施事業分） □当初要求　■当初予算案 　□補正予算案　□点検

2

1

細事業

No.
細事業名

消防団充実強化支援事業

No.

1

要求

千円

8,128 11,105

千円 千円

8,853

8,853

部局 危機管理部 課・室 消防課

令和８年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

・消防ポンプ操法等県大会及び消防団長研修大会の開催､地区消防協会への支

援

県大会の開催１回、研修大会の開催１回、地区への支援13地区協会

・広報媒体を活用した消防団活動の魅力発信、消防ポンプ操法等県大会優勝

チーム等表彰、消防団協力事業所等知事表彰、消防団員研修への協力

消防団協力事業所等知事表彰数10事業所

・【新】幅広い世代に消防団への理解を深めてもらうため、地元プロスポーツチームや

大学等と連携し、入団促進に向けた取組を実施

プロスポーツイベントでのPR活動１回、大学等でのPR活動１回

補助金

直接

細事業を構成する主な取組

県消防協会実施事業への支援

消防団活動に対する支援

消防団理解・入団促進

実施方法

委託

危険物・消防設備等規制事務事業
33,401 32,656

予算案 32,458

要求 32,458

千円 千円

令和８年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

1
地域の協力に基づく消防団員とその家

族の支援

消防団員及び家族のニーズに合わせた新規登録店舗確保（食料品店や生活用

品店等）に向けた事業を展開し、消防団員がより活動しやすい環境を整備直接

消防団員応援ショップ登録の新規申込件数：10件

実施方法

千円

細事業

No.
細事業名

R6年度

当初予算

R7年度

当初予算

R8年度

当初予算

1 危険物取扱者保安講習
・危険物取扱者に対する保安講習の開催

委託

危険物取扱者保安講習開催回数26回

実施方法 令和８年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

3



No. 細事業を構成する主な取組

細事業

No.
細事業名

R6年度

当初予算

R7年度

当初予算

R8年度

当初予算

5 消防救急対策等管理事業
11,727 12,126

予算案 11,615

要求 11,615

千円 千円 千円

細事業

No.
細事業名

R6年度

当初予算

R7年度

当初予算

R8年度

当初予算

4 林野火災予防広報事業
ー ー

予算案 1,000

要求 1,000

千円 千円 千円

1 林野火災予防広報委託

・【新】林野火災の徹底的な予防に向け、農林業従事者等のたき火・火入れ実施

者に対して関係団体等と連携し呼びかけを推進委託

・火の取扱いに関する注意喚起を目的とした動画等による啓発活動の実施（4月、

5月及び11月から5か月間）

・たき火・火入れ実施者向けのチラシ配布（10,000部）																														

実施方法 令和８年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

実施方法 令和８年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

1 救急振興財団負担金

・救急救命士や指導救命士の養成及び救急救命士に対する教育訓練を行う救急

振興財団への負担金負担金

救急救命士、指導救命士の養成

No. 細事業を構成する主な取組

2 消防統計電算処理業務委託
・県内の消防情勢を把握するために必要な消防統計資料の作成

委託

火災等統計表作成数65表


